
ＳＭＦアートの素・パントリー
ー未利用アート素材の活用と分配ー

取組概要及び成果

コロナ禍の社会状況や経済的な理由などにより、公共施設や教育の場、
家庭などでアートに触れる機会が失われています。特に未来を担う子
供たちが、自由に表現する体験は稀になっています。
一方、個人や団体、施設などの場で、アートを表現するための未利用
の画材や素材が数多く眠っています。
これらを必要とする人につなぎ、身近で見過ごされる素材でも「アー
トの素」となることを示す、自由で楽しい自己表現の場が求められま
す。

社会や地域の課題

地域社会や関係者の協力を得ながら、アートを表現するための画材や素材を活用する「アートの素・パントリー」を具現化し、主に子供たち
が参加する自由創造ワークショップを開催した。
①地域社会や関係者の協力を得て、未利用の画材や素材を収集した。
②提供された素材を活用して、自由に表現するワークショップを開催した。
③講師のパントリー素材を使った参考となる作品を楽しんだ。
④参加者が制作した作品を発表し、表現する楽しさを分かち合った。
⑤家庭でもアート表現を継続できるように、残った画材や素材の中から参加者が必要とするものを選んで持ち帰るという試みを行った。
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